
葛塚地域実行計画
【背景】
葛塚地域では、北区役所新庁舎の整備や太田小学校の編入統合をきっかけとして、実行計画の
検討に着手し、平成28年10月から翌年9月までの全6回開催されたワークショップなどで得られた成
果をもとに、実行計画を策定しました。

【再編の実施時期】
北区役所関連施設の再編や太田小学校の文書館への転用は短期的に、保育園、児童館及び
郷土博物館は施設の更新に合わせて長期的に再編を実施することとします。
また、詳細な検討の進捗状況や財政状況などにより、再編時期や内容について適宜見直しを行う
こととします。

新潟市財産経営推進計画

【コンセプト】 地域の均衡ある発展
公共施設の再編計画

【北区役所関連以外の施設の概要】
太田小を文書館に転用
（避難所機能を維持）
 すみれ保育園は、概ね20年後の更新に合わせて交流ス
ペースと複合化

東児童館は、更新時期を迎える概ね30年後までは存続
博物館は、更新時期を迎える概ね20年後、ビュー福島
潟エリアへ機能移転し、跡地を売却

 3つの保育園は、更新時期を迎える概ね20年後に民営
化などを検討

【効果】
既存建物の有効利用ができ、講座室
などの活用で地域の活性化も期待

子育て環境を整えることで、地域の魅
力向上に期待

 ビュー福島潟との相乗効果により集
客力が高まり、エリア全体の魅力向上
に期待

民間活力導入によるコスト削減によ
り、将来世代の財政負担軽減

短期的に再編を実施する施設の方針及びスケジュール
施設名 方針 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

北区役所
新庁舎 新設 設計 工事 工事

供用(年度末)
工事
(外構など)

工事
(外構など)

現区役所
（本館） 新庁舎へ移転 移転 解体

豊栄地区
公民館

新庁舎 ・ 現区役所
（新館）へ機能移転 一部移転 一部移転

・解体

現区役所
（新館）

コミセンと公民館
（一部）の機能を移転

施設のコミセン化を含め
一元的な管理運営を検討 設計 工事 供用

葛塚コミセン 移転 移転
解体

豊栄地区
公民館

新庁舎 ・ 現区役所
（新館）へ機能移転 一部移転 一部移転

・解体

太田小学校 文書館に転用
(葛塚東小へ編入統合) 条件整理 設計 工事 供用 →

【北区役所関連施設の概要】
区役所新庁舎は、公民館（事務所機能と貸館機能の一部）などと複合化
 コミュニティセンターと公民館（一部）の機能は現区役所（新館）に移転
現区役所（本館）は解体、敷地の一部を売却

すみれ保育園・
東児童館

すみれ保育園は、概ね20年後の施設の更新に合わせて、交流スペースと複合化するとともに、
2階建て以上で整備することで、防災機能を強化
東児童館は、更新時期を迎える概ね30年後までは存続とし、その後売却・貸付

郷土博物館・
郷土資料収蔵庫・
ビュー福島潟

博物館は、更新を迎える概ね20年後に、ビュー福島潟エリアへ機能移転
（更新時期を迎える概ね20年後までは、現在地で存続）

太田・かやま・若葉
保育園

施設の更新を迎える概ね20年後に、民営化などを検討
（民営化を決定するものではありません）

【今後の進め方】
計画を実施するにあたって下記事項に配慮し、地域や施設利用者などに意見聴取を行いながら
再編を進めます。
・ 区役所新庁舎とコミュニティ施設に転用する現区役所（新館）の駐車台数の確保
・ 保育園の民営化を検討する際は、メリットやデメリットを示しながら、地域とともに検討

長期的に再編を実施・検討する施設の方針

その他の施設 存続

その他の施設の方針

凡例 複合化・多機能化

機能連携
用途転用 存続

解体 施設更新時に民営化などを検討
将来 売却・貸付

葛塚コミセン 区役所
新庁舎

豊栄地区公民館 文化会館

現区役所(新館)

現区役所
(本館)敷地の

一部売却 図書館

ビュー
福島潟

かやま保育園

ゲートボール場
若葉保育園

太田保育園

郷土博物館

総合体育館

郷土資料
収蔵庫

葛塚中・
給食センター

遊水館

葛塚東小・
ひまわりクラブ

太田小

太田農村公園
すみれ保育園

東児童館

児童センター

耐用年数を迎えたら、
移転・売却

文書館として活用

さわやか健康センター・
さわやか老人福祉センター

2階建て以上で整備し、防災機能強化
（交流スペースと複合化）

売却・貸付
耐用年数を
迎えるまで存続

耐用年数を迎えたら、
移転・売却

区役所新庁舎と周辺施設が機能連携し、
プラットフォーム型サービス提供機能を構築

コミセンと公民館(一部)
の機能を移転


